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【緒言】鉄欠乏性貧血治療薬として静注鉄剤であるカルボキシマルトース第二鉄 (FCM)が使用可能とな

った。当院の産後貧血症例に対する有用性を検討した。 

【方法】妊娠 36 週以降に分娩となり、産後 1 日目にヘモグロビン (Hb) 9.0 g/dL 未満で輸血をしていな

い症例に 2021 年１月より FCM を使用した (FCM 群)。比較対象コントロール (C) として 2019 年 1 月

から 2020 年 12 月までに糖酸化鉄注射液、経口鉄剤を用いて治療を行なった既存治療症例（C 群）で比

較検討した。治療効果判定は産後２週間健診の際に行なった。統計検定は Mann-Whitney's U test を用い

た。 

【結果】FCM 群 17 例（帝王切開 (CS)8 例）、C 群 18 例 （CS 9 例）であった。FCM は全例で 500 mg/

回で 1 回のみの投与で、C 群は、糖酸化鉄注射液のみ 1 例（12A 投与）、糖酸化鉄注射液投与 (2A-6A)後

経口内服したのは 6 例、経口鉄剤のみ 11 例であった。年齢、分娩時出血量、Hb 値（産褥 1 日）、Hb 増

加値の中央値は FCM/C 群でそれぞれ 33 歳/33.5 歳、975 g/1325 g、7.8 g/dL/8.05 g/dL、3.1 g/dL/2.85 

g/dL となり、両群間に統計学的有意差を認めなかった。分娩前 Hb 値を考慮した Hb 上昇率でも有意差

はなかった。CS での麻酔症例を含むが、副作用は FCM 群で頭痛 2 例、C 群は頭痛３例、嘔気４例、皮

疹１例であった。Hb1g/dL 上昇させるために要した薬価の中央値は FCM 群で 2002.1、C 群で 199.3 で

あり、有意に FCM 群は薬価が高い治療であった(p < 0.01)。 

【結論】FCM はより高価な治療となるが、分娩時輸液ルートを利用した 1 回投与のみで既存治療と比較

し同等の効果が得られ、医療者・患者の負担を減らすため産後貧血の有用な治療選択肢になり得ると考

えられた。


